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肯　定 行ツテ アツクテ 雨デ????
否　定
行カナクテ
sカズニ
sカナイデ
アツクナクテ 雨デナクテ
「爾に」と「行かなく」をカッコに入れたのは，「なる」にかかる限られた連用法だけで，普通には並
列接続には使われない（しかし形の体系の中ではここに位置づけられる）ためである。（下線引用者）
　この寺村氏の指摘からも明らかなように，「～なく，…」という形の動詞の否定の連用中止法は，
並列接続の体系全体から考えると，合理的な説明がつく用法であることがわかる。「なる」にかか
るという「限られた」ものではあっても，確かに屠法自体は従来から存在していたのであり，こ
うした点から考えると，古い用例の出現についても，それなりに納得することができるのである。
現時点では「～なく」中止形の使用に関する歴史的な状況については十分な調査ができておらず，
「～なく」中止形が近年増加傾向にあるのかどうかもはっきりとはしない。ただし，此島氏や寺村
氏のことばにある通り，この用法がこれまで規範的でなかったことは明らかであり，にもかかわ
らず，筆者が調べた限りでは，ここ十数年程の間に霞に付くようになってきた現象については，
大いに注評する必要があると考えられる。
　また，本稿では，先行する動詞句，あるいは「動詞＋ない」金体が状態的な意味を表す場合に
111
「～なく」中止形が現われやすいらしいということを指摘したが，このことが今後の調査などによっ
て確かめられるとするなら，形容詞により近い（すなわち状態的な意味を表す）動詞から従来のルー
ルが崩れ始めている（すなわち将来「ず」が消滅し「ない1に一本化される可能性がある）ということ
になり，否定形式の歴史的変化という観点からも非常に興味深い現象となる。
　寺村氏の言及にもあるように，テ形と連用形の関係については微妙であり，連用（中止）形をテ
形の「て」の部分が落ちたものと考える見方（寺村氏の表に倣えば，タテの系列の変化）も可能であ
ろうが，（成立の過程としては）もし仮にそうであったとしても，結果的に成立した連用形がその形
で落ち着き得るものだとしたら，その背景にはやはり連用形そのものが本来持つ中止法としての
働き（表のヨコの系列）の存在を考えなければならないのではなかろうか。
　今後の状況については予断を許さないが，筆者としては「～（し）なく，…」という形の連用中
止法が今後次第に容認されてゆくのではないかという期待も抱きつつ，推移を注意深く見守って
ゆきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　今回は話を書きことばに限定するが，話しことばにおいても同様の現象は起こっているようで
ある。また（8）と（9）は外国人による文章の例であるが，他に誤用らしき箇所が見当たらな
いことからしても，単なる問違いとは考えにくい。
2　意味的に形容詞に近いものが文法的にも形容詞に近い振る舞いをするということは，井上史雄
氏が捕方雷」に関する研究（井上1985）の中で「何しろ動詞を形容詞的に活用させているのだか
　ら，『誤用』と非難されても仕方のない現象」（p．28）として挙げている「チガカッタ（違かった）ll
のような例についても当て嵌まる。井上氏も，この形が現われた吉語的理由として，日本語にお
　ける「贔詞と意味の不一致」ということを指摘した上で，「（「チガカッタ」は一引用者注）恐らく意
味的に形容詞的であるところがら存在しているのだろう」（p．256）と述べている。
3　（a）及び（b）（d）の場合には，ブランクの中に動詞や補助動詞の部分も記入されるので，別
の表で示す。なお，アンケートの実施に当たっては，江口泰生，佐久間毅，永閏靖，益宅ちぐさ，
湯浅茂雄の諸氏の協力をいただいた。
4　Eの場合（動詞十助動詞「られる」）に関しても，筆者自身の感覚では，次の「認めなく」は許
容できないが，「認められなく」の方は許容可能である。
　　＊当局はその方針を認めなく，金銭的な援助も行なわなかった。
　　？その方針は豪局に認められなく，金銭的な援助も行なわれなかった。
5　「いる」「～ている」については，「いず」という新IS混合の形が見られる。
　　・ネクタイ姿は一人もいず，タオルのはち巻き，ジャンパL－Aに長靴という正装が圧倒的に多い。
　　　　　　　　　　　　　　　（東海赫さだお『ショーージ惹のぐうたら旅行』，文芸春秋，1973年）
　　・今のところ復帰のめどはたっていず，「このままユニホームを脱ぐかもしれない」と話す球団
　　　幹部もおり，…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雲母立聞，圭996年9月11印
　　もっとも，「おらず」に比べると，「いず」は落ち着きが悪いように感じられる。（この点につい
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ては，本動詞に関しての言及であるが，三上（1955）及び金水（1996）を参照。）三上氏は，肯定の
中止法についても，多分「シラブルの関係」から（「い」よりも）「おり」が使われる，と述べてい
る。
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